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秋
の
収
穫
祭

「
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
」

　
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
毎
年

恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
す
ぎ
な
み

フ
ェ
ス
タ
」
が
11
月
11
日
に
菊
陽

杉
並
木
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
約
６
，
９
０
０
人

が
来
場
し
、
地
元
農
畜
産
物
の
販

売
や
各
出
店
者
自
慢
の
商
品
の
販

売
が
行
わ
れ
、
大
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
司
会
の
Ｍ
Ｅ

Ｇ
さ
ん
と
幸
栄
さ
ん
、
す
ぎ
な
み

フ
ェ
ス
タ
Ｐ
Ｒ
大
使
の
も
っ
こ
す

フ
ァ
イ
ヤ
ー
と
キ
ャ
ロ
ッ
ピ
ー
に

加
え
、
今
年
は
く
ま
モ
ン
隊
も
一

緒
に
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
に
ん
じ
ん
収
穫
体
験
に
は
、
３

１
９
人
が
参
加
。
鮮
や
か
な
オ
レ

ン
ジ
色
に
育
っ
た
に
ん
じ
ん
を
た

く
さ
ん
収
穫
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
は
じ
け
る
笑
顔
が
見
ら
れ

る
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

１ みんな大好きキャロッピー　２ 自分で
取ったにんじんはよりおいしく感じるはず
３ ステージイベントに今年はくまモンも参
加　４ ビンゴ大会の景品を荒木屋久島町長
から手渡し　５ 町立保育園の園児による遊
戯披露　６ 集中力が試されるにんじん釣り
大会　７ 多くの来場客の笑顔があふれた　
８ プレイステーションソフト「どこでも
いっしょ」のトロとキャロッピーのペット
ボトルキャップアート
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４
０
０
年
以
上
前
に
加
藤
清
正

が
築
い
た
と
さ
れ
る
「
鼻
ぐ
り
井

手
」。
こ
の
歴
史
的
農
業
土
木
遺
産

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
第
９
回

鼻
ぐ
り
井
手
祭
が
11
月
19
日
、
鼻

ぐ
り
井
手
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
菊
陽
武
蔵
剣
豪
太
鼓
に
よ
る
鼻

ぐ
り
井
手
の
渦
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
渦
巻
太
鼓
」
で
ス
タ
ー
ト
。
南

小
児
童
の
音
楽
劇
や
白
菊
園
園
児

の
踊
り
、
馬
場
楠
の
獅
子
舞
、
熊

本
菊
陽
学
園
と
南
小
児
童
に
よ
る

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
、
餅
投
げ

な
ど
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ス
テ
ー

ジ
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
の
新
鮮
な
野
菜
な
ど
の
出
店

も
あ
り
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
中
須
山
側
の
公
園
で
は
、
文
化

財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
南
小

３
～
６
年
生
の
子
ど
も
ガ
イ
ド
が

鼻
ぐ
り
井
手
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
熱
心
で
分
か
り
や
す
い
説

明
は
来
場
者
に
も
大
好
評
で
し
た
。
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１ 迫力ある馬場楠の獅子舞　
２ 白菊園の園児による踊りの
披露　３ 来場者に鼻ぐり井手
の説明をする南小児童　４ 南
小児童による音楽劇「後の世
のために」　５ 力強いよさこ
いソーラン節　６ 菊陽武蔵剣
豪太鼓の熱気あふれる演奏　
７ 南小ゆるキャラ「サウスく
ん」は子どもたちに大人気　
８ 会場では工芸品や食べ物の
販売が行われた　９ 子どもた
ちを夢中にさせるゲームコー
ナー
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地
域
の
宝
を
後
世
に

「
鼻
ぐ
り
井
手
祭
」
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